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受動赤外分光による水素火炎可視化ウェアラブルデバイスの開発 

 
 
目  的 

水素に着火した際，その炎は人の目に見えない。水素火炎は紫外線検知センサ

によって監視されているが，火炎の位置がわからないことや誤報が発生すると

いう課題が指摘されている。また，現場では，安全面から作業員がハンズフリー

で水素火炎の位置を特定することが望ましい。これらの背景に鑑み，著者らは水

素火炎をハンズフリーで可視化するウェアラブルデバイスの研究開発を行った。

本稿ではその詳細について報告する。 
 
主な成果 

1. 水素火炎をハンズフリーで可視化するウェアラブルデバイスの開発 

受動赤外分光法と AR技術を適用し，水素火炎の発する近赤外光を撮像し，ウェ

アラブルデバイス上で水素火炎を可視化して表示する装置を開発した。 

装置は片眼に装着する方式とし，φ12.5 mmの小径な近赤外用レンズ光学系と

同径の光学フィルタ，モジュールタイプの ARデバイス，画像処理回路を組み合

わせ，小型・軽量な装置の開発を行った。装置の外形寸法は 135×96×55 mmであ

り，重量は 190 g である。イメージセンサには 1/4 型の CMOS 素子を適用した。 

 
2. 水素火炎可視化性能の機能評価 

開発した装置を用いて水素火炎の可視化性能を評価し，昼間屋外環境下，離隔

距離 10 mにて約 4 cmの水素火炎を可視化できることを確認した。 

また，装置の撮像結果と別途可視カメラで撮像した，装置の撮像結果と同等な

画角の可視画像とを比較し，マシンビジョンで生じる収差による周辺光量の減

少や背景のボケが抑制され，明瞭な水素火炎の撮像結果が得られていることを

確認した。 
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図３ ヘルメットマウント時の

装置外観 

図１ 装置外観 図２ ウェアラブルデバイスの光学構成 

図４ 水素火炎の可視化画面 


